
 

 

 

栽培活動や調理体験などは、幼児が実際に体験することを通して楽しみながら食べ物につ

いて興味をもったり、学んだりすることができます。また、食べることでおいしさや嬉しさ、楽

しさはさらに増します。自分たちで育てたものをおいしく食べるという体験は野菜を好きに

なったり、食べることへの興味や関心を高めたりすることにも繋がります。                               
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～子どもの学びと育ちを支え、質の高い幼児教育･保育を目指して～ 
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令和７年 12月 23日発行 袋井市幼児教育センター 

幼児教育センターだより『つむぐ』では、市内の幼稚園や保育所（園）こども園

での実践の様子などを紹介しています。 

 

袋井市教育委員会  幼児教育センター ℡：８６－３３３０  

 

← 地域の方や保護者の 

協力による餅つき。 

年長児が杵で餅をつき

園児みんなで、つきたて

の餅をいただきました。

おかわりもたくさんしま

した。 

お米を鍋で焚き、アツア

ツのご飯をラップで包み

思い思いの形のおにぎり

にして味わいました。   

「おいしいね💛」    →     

ふかしたさつまいもをマッシャーでつぶし、クラッカーとコーンフレークの上に絞って「モンブラン」の出来上がり。 

「絞り出すのが難しいな」 「どんなケーキになるかな？」 「自分で作ると楽しいね😊」 

蒸したさつまいもの皮を剥き、スライスして、かごに

並べて干しました。(干し芋作り) 

「いい匂い」「アツアツ」味見をして「甘くておいしい」

の声。降園時に一人一かごずつ、家庭に持ち帰りま

した。 

写真掲載園 

 ルンビニひかり園・浅羽西幼稚

園・今井幼稚園 

 今井幼 


